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1． 担当教員の専門分野(研究領域)・現在の研究テーマ 

インターネットが誕生してからの四半世紀、ビジネスモデルは、さまざまな関心をもって

語られてきました。最初は e コマースから始まり、技術経営へと重心を移し、そして戦略経

営へと広がりをみせ、今ではスタートアップに不可欠な考え方としてビジネスモデルがク

ローズアップされています。 

実業界のこの関心の高まりを受けて、学会における注目度も高まっています。ビジネスモ

デルというのは考慮しなければいけない要素が多く、学術研究の俎上に載せにくいのです

が、それでもビジネスモデルを扱った学術記事はこの 20 年間で着実に伸びています。とく

にスタートアップや事業創造、競争戦略の分野での注目度が高まり、毎年、活発にビジネス

モデルについて議論されています。 

私たちの研究室では、ビジネスモデルをカギ概念にして、起業・事業創造や競争戦略のダ

イナミズムについて探求します。同時に、将来アクティブラーニングを実施できるように、

起業や競争戦略の立案に役に立つ実践的な手法の指導法についても学んでいくつもりです。 

 

2． 指導方針 

ビジネスモデルは学問横断的なコンセプトで、経営学における複数の学問領域（起業論、

競争戦略論、経営組織論、マーケティング論など）にまたがっています。近年、学術研究の

蓄積も進んできているので、受講生には、ビジネスモデルについての探索的な文献研究をし

ていただきます。その上でリサーチクエスチョンを立て、実証研究を設計・実施します。実

証の方法は、基本的には、ケーススタディかサーベイ調査です。博士論文をケーススタディ

で執筆する場合は、必ずフィールドワークを行って一次データを集める必要があるので、そ

のために必要なスキルを身につけていただきます。 

 

3． 学生に対する要望・その他 

一つの研究を成し遂げるためには、さまざまなスキルが必要です。論理的な思考能力やヒ

ューマンスキルはもちろん、ケーススタディを行う場合は、フィールドワーカーとしてのス

キルや事例と理論を対応づけるための学識が必要とされます。また、サーベイを行う場合は、

統計学の知識や統計処理ソフトを使うスキルが求められます。これらのスキルは研究をす

るにあたっての前提要件のようなものなので、その基礎レベルの知識や手法については関

連する科目を履修するなどして自ら修得してください。 

 粘り強い姿勢や熱意がなければ優れた研究者になることもできません。指導教授のみに

頼ることなく、自ら主体的にその分野の専門家に指導を仰ぎ、トップクラスの研究を行うよ

うに心がけてください。 

 


